
2022 年度 NEXUS 活動報告 

 

身近な国際交流の中で医療や看護に関する課題解決を図る SDGs 活動として学生に参加を募った結果、

2 年生 2 名、1 年生 1 名の計 3 名の応募があり、活動を開始しました。 

本年度は、オリエンテーション、SDGs に関する学習、意見交換、計画の検討を行い、国際交流委員会サ

ポートのもと、学生が主体となって活動の基盤づくりを進めました。地域で外国にルーツをもつ人々が

集う団体や国際交流団体への訪問・インタビューを通して課題を見出し、それらを SDGs の視点から捉

えて解決策を検討するという活動サイクルを構想しました。そして、参加学生の話し合いにより、活動名

を「NEXUS（Nursing Education × Universal Sustainable Cities and Community）」と定めました。 

本活動は、身近な国際交流の視点から医療や看護に関する課題を探究し、解決策を共に考えながら学び

合う場を創出することを目的としています。学生は多様な文化や価値観への理解を深め、グローバルな

視点から医療・看護の課題を捉える力を養うとともに、地域に根ざした国際看護の基盤づくりにつなが

る取り組みを目指しています。 

 

 

 

 

 

 


